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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年６月24日に提出いたしました第94期(自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日)有価証券報

告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報

告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(4) 戦略的現状と見通し

第３　【設備の状況】

３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(4) 戦略的現状と見通し

　
(訂正前)

当社グループは、平成21年４月から向こう３ヵ年の中期経営計画を策定し、①トータルソリューション

による『 エコと省エネ 』の追求、②差別化技術の創造と革新的ものづくりの推進、③マーケティングの

定着と市場密着型営業の徹底、④グローバル戦略の展開とグループ総合力の発揮、⑤社員一人ひとりの生

産性向上、を柱に、パワーエレクトロニクスとオプティカルデバイスを事業領域として経営資源を集中さ

せ、「The Powerful Leader in P&O（つねに挑戦、さらに強く）」をスローガンとして、会社の価値を最

大限に高めるべく、確固たる経営基盤の確保に邁進してまいります。

　次期につきましては、エレクトロニクス業界はエコ・省エネの市場要求を背景に堅調な需要回復を続け

ながら推移するものと考えられますが、震災による影響など先行き不透明な状況が続くものと想定され

ます。こうした中、当社グループでは、「第２　事業の状況　３ 対処すべき課題」に記載の通り、「売上規

模拡大」と「構造改革成果の刈取り」を基本方針に、利益の最大化に向け注力してまいります。

　これにより、通期の連結業績につきましては、売上高1,500億円、営業利益75億円、経常利益60億円、当期

純利益25億円を予想しております。なお、この業績予想には、東日本大震災による影響として、現時点で想

定しうる事象を考慮しております。また、平成23年度の為替レートにつきましては、１ドル82円を前提と

しております。

　

(訂正後)

当社グループは、平成21年４月から向こう３ヵ年の中期経営計画を策定し、①トータルソリューション

による『 エコと省エネ 』の追求、②差別化技術の創造と革新的ものづくりの推進、③マーケティングの

定着と市場密着型営業の徹底、④グローバル戦略の展開とグループ総合力の発揮、⑤社員一人ひとりの生

産性向上、を柱に、パワーエレクトロニクスとオプティカルデバイスを事業領域として経営資源を集中さ

せ、「The Powerful Leader in P&O（つねに挑戦、さらに強く）」をスローガンとして、会社の価値を最

大限に高めるべく、確固たる経営基盤の確保に邁進してまいります。

　次期につきましては、エレクトロニクス業界はエコ・省エネの市場要求を背景に堅調な需要回復を続け

ながら推移するものと考えられますが、震災による影響など先行き不透明な状況が続くものと想定され

ます。こうした中、当社グループでは、「第２　事業の状況　３ 対処すべき課題」に記載の通り、「売上規
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模拡大」と「構造改革成果の刈取り」を基本方針に、利益の最大化に向け注力してまいります。

　

第３　【設備の状況】

３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

　
(訂正前)

会社名

事業所名
所在地

セグメント

の名称

設備の

内容

投資予定額
資金調達

方法

着手及び完了予定
完成後の

増加能力総額

(百万円)

既支払額

(百万円)
着手年月 完了年月

石川サンケン株式会社

志賀工場
石川県志賀町

半導体

デバイス
製造設備 548 0 自己資金 平成23年２月 平成23年７月 ―

山形サンケン株式会社 山形県東根市 〃 〃 286 261 〃 平成22年10月 平成23年７月 ―

　

(訂正後)

会社名

事業所名
所在地

セグメント

の名称

設備の

内容

投資予定額
資金調達

方法

着手及び完了予定
完成後の

増加能力総額

(百万円)

既支払額

(百万円)
着手年月 完了年月

石川サンケン株式会社

志賀工場
石川県志賀町

半導体

デバイス
製造設備 548 0 自己資金 平成23年２月 平成23年７月 ―

山形サンケン株式会社 山形県東根市 〃 〃 286 261 〃 平成22年10月 平成23年７月 ―

ポーラー

セミコンダクター

インク

米国

ミネソタ州

ブルーミントン

〃 〃 1,039 847 〃 平成22年1月 平成23年９月 ―

アレグロ

マイクロシステムズ

フィリピン インク

フィリピン

マニラ
〃 建屋拡張 997 558 〃 平成22年７月 平成23年４月 ―
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